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念図を図 2 に示す．分人モデルでは，式 (1) と式 (2) に示すよ
うに，criticに相当する分人識別部と actorに相当する行動決定
部，それぞれの評価関数を定義する．
N = r + rs+ V (s
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(a) 累積ノーマル報酬の推移 (b) 累積シェイピング報酬の推移 状態価値の推移
　　　　　　　　　　　　　図 3 　事前学習における分人の学習　　　　　　　　　　　　　　　　　図 4 　事後学習における分人選択
(a) インタラクションの序盤 (b) インタラクションの中盤 (c) インタラクションの終盤
図 5 　事後学習における行動決定レベル選択
学習パラメータとなるのは，中間ユニットにおけるガウス関
数の平均 cj と出力層に紐づいている critic の重み j と actor
の重み !jk である．なお，式 (3)と式 (4)，式 (5)に示す更新式
は勾配法に基づいて導出する．
cj  cj +   j s  cj
2j
yj (3)
j  j +   yj (4)
!jk  !jk    (f(ak)  tk) f 0(ak) yj (5)
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